
「
に
っ
こ
り
バ
ケ
ツ
」

玉
手
西
２
丁
目
付
近
に
て
撮
影
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ひ
か
る
線
路
と

ま
ぼ
ろ
し
の
踏
切

　

今
回
の
区
界
浄
土
は
、2
0
0
ｍ
ほ
ど
し
か
な
い

天
王
寺
区
と
西
成
区
の
区
界
線
。
ず
ば
り
南
海
鉄

道
天
王
寺
支
線
跡（
以
下
、「
支
線
」）を
追
い
か
け

た
。
こ
の
短
い
区
間
に
２
人
で
頭
を
悩
ま
せ
た
が
、

伴
走
者
で
あ
る
佐
々
木
の
提
案
で
、大
正
時
代
の
地

図
を
確
認
。
確
か
に
関
西
鉄
道
時
代
の
天
王
寺
停

車
場
か
ら
丁
度
現
在
の
天
王
寺
動
物
園
辺
り
で
南

西
に
大
き
く
分
岐
し
、当
時
の
南
海
鉄
道
本
線
に
合

流
し
て
天
下
茶
屋
に
至
る
線
路
が
描
か
れ
て
い
た
。

佐
々
木
も
昔
は
こ
の
支
線
を「
天
下
茶
屋
線
」
と
呼

び
利
用
し
て
い
た
。
僕
に
は
今
の
風
景
だ
け
が
頭

に
あ
り
、
当
時
の
リ
ア
ル
な
話
を
聞
く
に
つ
れ
、
困

惑
と
合
点
が
同
時
に
や
っ
て
く
る
不
思
議
な
感
覚

を
覚
え
た
。

　

先
ず
向
か
っ
た
の
は
、線
路
が
分
岐
し
た
あ
た
り
、

フ
ェ
ン
ス
で
囲
わ
れ
た
南
海
系
列
の
建
設
会
社
の

資
材
置
き
場
。
ふ
と
東
の
JR
天
王
寺
駅
を
臨
む
と
、

何
や
ら
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
上
に
2
本
の
光
り
輝
く
ラ

イ
ン
が
見
え
る
。
そ
こ
に
確
か
に
当
時
の
線
路
跡

を
発
見
し
た
。
そ
し
て
こ
こ
が
天
王
寺
区
と
西
成

区
の
区
界
で
あ
り
、
僕
等
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
も

あ
っ
た
。

　

そ
こ
か
ら
西
成
方
面
を
見
て
先
ず
目
に
入
る
の

は
、あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
を
望
む
43
号
線
の
坂
道
。
当

時
は
こ
こ
に
踏
み
切
り
が
あ
り
、
佐
々
木
も「
こ
の

道
路
は
よ
く
渋
滞
し
て
い
た
」と
話
す
。
斜
め
向
か

い
に
は
フ
ェ
ン
ス
に
囲
わ
れ
た
当
時
の
線
路
跡
が
、

現
在
大
阪
市
の
管
理
用
地
と
し
て
空
き
地
の
ま
ま

残
る
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
付
け
た
特
別
清
掃
就
労
事

業
の
お
っ
ち
ゃ
ん
達
が
坂
道
を
登
っ
て
く
る
姿
。

高
齢
に
な
っ
て
も
日
々
仕
事
を
求
め
て
働
く
お
っ

ち
ゃ
ん
達
の
姿
が
あ
っ
た
。

山
王
に
分
け
入
る

　

通
り
か
ら
山
王
へ
の
最
初
の
路
地
に
入
る
と
、古

い
木
造
の
趣
あ
る「
旅
館
明
楽
」
が
あ
る
。
近
所
の

人
曰
く
、
お
そ
ら
く
大
正
時
代
に
は
既
に
あ
り
、
ま

だ
今
も
営
業
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
そ
の
目
と

鼻
の
先
に「
上
方
演
芸
発
祥
乃
地　

て
ん
の
じ
村
記

念
碑
」
と
書
か
れ
た
大
き
な
石
碑
を
発
見
し
、
こ
の

　

地
図
帳
の
凡
例
で
は
、
市
区
町
な
ど
を
分

け
る
境
界
線
を
「
市
区
町
村
界
」
と
称
し
、
二

点
鎖
線（

—

‥

—

）で
あ
ら
わ
す
。
西
成
区
は

６
つ
の
行
政
区（
大
正
・
浪
速
・
天
王
寺
・
阿
倍

野
・
住
吉
・
住
之
江
）と
接
し
、
西
は
木
津
川
、

東
は
上
町
台
地
、
北
は
鉄
道
タ
ー
ミ
ナ
ル
、
南

は
港
湾
部
に
誘
導
す
る
動
線
を
も
つ
街
で
あ

る
。『
な
び
』創
刊
当
初「
に
し
な
り
の
境
界
線
」

と
い
う
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
し
た
。
西
成
に
接

す
る
境
界
線
上
に
何
か
を
発
見
す
る
試
み
だ
っ

た
。
そ
し
て
あ
ら
た
め
て
境
界
シ
リ
ー
ズ
「
区

界
浄
土　

ニ
シ
ナ
リ
パ
ラ
ダ
イ
ス
」
を
考
え

て
み
た
。

天
王
寺
区

浪速区

阿
倍
野
区

住吉区住之江区

大
正
区

西成区

区
界
線
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

佐
々
木
敏
明
／
安
田
拓
也

鉄道の痕跡２てんのじ村…（左上）てんのじ村石碑（右上）旅館明楽（左下）松之木大明神
　　　　　　（右下）オーエス劇場
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度
開
店
前
の
銭
湯
の
お
か
み
さ
ん
を
発
見
。
曰
く
、

正
確
な
地
点
は
不
明
だ
が
、古
地
図
に
は
な
か
っ
た

今
池
駅
の
名
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
知
ら
な
か
っ

た
駅
の
情
報
が
得
ら
れ
、少
し
真
実
に
近
づ
い
た
気

持
ち
に
な
る
。
再
び
表
通
り
に
出
て
人
に
尋
ね
る

と
、こ
の
地
で
60
年
間
営
業
す
る
昔
な
が
ら
の
お
米

屋
さ
ん
を
紹
介
し
て
も
ら
う
。
そ
こ
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。「
昔
は
こ
の
辺
り

も
大
き
な
家
が
多
く
、何
よ
り
人
情
や
哀
愁
が
あ
っ

た
。
で
も
今
は
嫌
な
ニ
ュ
ー
ス
も
増
え
、す
っ
か
り

周
辺
の
空
間
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
気
分
に
な
っ

た
。
こ
こ
が
芸
能
事
の
盛
ん
だ
っ
た
村
の
中
心
地

だ
っ
た
の
か
。
そ
こ
で
支
線
近
辺
の
芸
能
施
設
を

巡
る
こ
と
に
し
た
。　
　

　

太
子
に
足
を
進
め
る
と
、か
つ
て
あ
っ
た
映
画
館

の
一
つ
だ
が
今
は
閉
鎖
し
た
ト
ビ
タ
シ
ネ
マ
・
飛
田

東
映
跡
や
、
路
地
奥
に
大
衆
演
劇
の「
オ
ー
エ
ス
劇

場
」が
ひ
っ
そ
り
と
あ
っ
た
。
僕
の
近
所
の
鶴
見
橋

や
梅
南
の
劇
場
前
で
、舞
台
を
終
え
た
白
塗
り
に
着

物
を
着
た
役
者
さ
ん
達
を
初
め
て
見
た
時
に
、役
者

さ
ん
が
放
つ
オ
ー
ラ
に
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を
思
い

出
す
。

　

動
物
園
前
商
店
街
か
ら
東
に
路
地
を
進
む
と
、松

乃
木
大
明
神
と
い
う
小
さ
な
神
社
が
あ
り
、境
内
に

は「
猫
塚
」
の
二
文
字
が
あ
っ
た
。
地
元
の
古
老
の

話
に
よ
る
と
、「
新
世
界
の
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
横
丁
の

〝
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
〟は
三
味
線
の
音
に
由
来
し
、そ
の

三
味
線
の
皮
に
使
わ
れ
た
猫
供
養
の
為
に
建
て
ら

れ
た
」そ
う
だ
。
女
浪
曲
師（
浪
花
節
）や
商
工
団
体

か
ら
の
寄
進
が
い
く
つ
か
あ
り
、広
く
芸
能
を
発
信

し
た
ま
ち
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
た
。
丁
度
商
店

街
を
斜
め
に
横
切
る
よ
う
に
山
王
み
ど
り
公
園
が

あ
り
、先
ほ
ど
の
特
掃
の
お
っ
ち
ゃ
ん
達
が
阪
神
高

速
の
日
影
で
一
息
つ
い
て
い
た
。
公
園
は
と
に
か

く
細
長
く
、
そ
の
支
線
の
痕
跡
は
、
両
脇
の
家
々
を

掻
き
分
け
て
走
る
電
車
を
想
像
さ
せ
た
。

本
線
と
支
線
の

合
流
地
点
を
さ
が
す

　

今
池
商
店
街
の
通
り
に
出
る
と
、ス
ー
パ
ー
玉
出

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
話
す
。
僕
自
身「
醤
油
の

貸
し
借
り
が
あ
り
、あ
の
頃
は
情
が
あ
っ
て
良
か
っ

た
」と
い
う
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
語
る
時
代
に
は
い
な

く
て
、そ
こ
に
は
な
に
か
あ
こ
が
れ
を
抱
い
て
し
ま

う
。

　

こ
こ
で
肝
心
の
合
流
地
点
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

「
あ
そ
こ
に
踏
み
切
り
が
あ
っ
た
」
と
表
通
り
の
交

差
点
を
指
差
し
て
く
れ
た
。
こ
れ
に
勝
る
証
拠
は

無
い
。
僕
ら
の
想
定
し
て
い
た
と
お
り
、や
は
り
そ

こ
だ
っ
た
。
こ
う
し
て
今
回
の
鉄
道
跡
を
辿
る
旅

は
ひ
と
ま
ず
終
了
し
た
。

　

始
め
に
見
た
光
り
輝
く
線
路
。
今
も
磨
き
続
け

る
人
を
想
像
し
て
、
ロ
マ
ン
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

か
つ
て
の
車
窓
か
ら
は
ど
ん
な
風
景
が
見
え
て
い

た
の
だ
ろ
う
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

天
王
寺
支
線
に
つ
い
て
：
南
海
電
気
鉄
道
株
式
会
社

『
南
海
二
世
紀
に
入
っ
て
十
年
の
歩
み
』・『
南
海
電

気
鉄
道
百
年
史
』
に
よ
る
と
、
明
治
31
年
に
和
歌
山

県
ま
で
開
通
し
た
南
海
鉄
道
本
線
は
、沿
線
の
発
展

に
大
き
く
寄
与
す
る
も
災
難
が
重
な
り
、そ
れ
を
補

う
た
め
に
天
王
寺
支
線
が
計
画
さ
れ
、明
治
33
年
に

運
行
が
開
始
さ
れ
た
。
今
か
ら
一
世
紀
以
上
も
前

の
こ
と
。
当
時
、い
わ
ゆ
る
ラ
イ
バ
ル
関
係
に
あ
っ

た
大
阪
馬
車
鉄
道
㈱
は
、
天
王
寺
駅
や
住
吉
大
社
・

天
下
茶
屋
遊
園
地
の
集
客
を
図
る
た
め
、南
海
本
線

と
平
行
す
る
電
気
鉄
道
の
敷
設
を
計
画
し
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
南
海
本
線
の
連
続
立
体
交
差
化
事
業
、

ま
た
昭
和
41
年
に
完
成
し
た
新
今
宮
駅
で
の
天
王

寺
連
絡
に
よ
り
、
支
線
の
利
用
客
が
減
少
。
天
下
茶

屋
～
今
池（
約
1
・
1
キ
ロ
）が
昭
和
59
年
、
今
池
～

天
王
寺（
約
1
・
2
キ
ロ
）が
平
成
5
年
に
、
地
下
鉄

堺
筋
線
延
伸
の
た
め
に
廃
線
と
な
っ
た
。

文
責
／
安
田
拓
也

の
派
手
な
外
観
が
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
。
そ
の

南
向
か
い
に
廃
線
跡
を
利
用
し
た
資
材
置
き
場
を

眺
め
、阪
堺
線
の
高
架
を
く
ぐ
る
と
萩
之
茶
屋
商
店

街
に
入
る
。
こ
こ
か
ら
は
日
雇
い
労
働
者
の
ま
ち

釜
ヶ
崎
。
高
架
下
で
は
、朝
か
ら
お
酒
を
交
わ
し
賑

わ
う
お
っ
ち
ゃ
ん
達
、
露
店
の
怪
し
げ
な
物
売
り
、

そ
し
て
商
店
街
を
外
れ
る
と
三
角
公
園
が
あ
り
、何

を
す
る
で
も
な
く
仲
間
と
談
笑
し
て
過
ご
す
男
達

の
光
景
。
で
も
今
と
な
っ
て
は
僕
に
は
見
慣
れ
た

風
景
。

　

さ
て
、
そ
の
三
角
公
園
が
な
ぜ
三
角
形
な
の
か
。

そ
れ
が
ま
さ
に
今
回
の
支
線
の
通
り
道
だ
っ
た
と

い
う
の
に
驚
い
た
。
支
線
跡
に
は
野
宿
者
た
ち
の

た
め
の
シ
ェ
ル
タ
ー
が
あ
っ
た
。
市
の
委
託
事
業

で
N
P
O
が
運
営
し
て
い
た
が
、
現
在
は
閉
鎖
さ

れ
空
き
地
に
な
っ
て
い
る
。
続
く
支
線
跡
に
は〝
今

宮
ふ
れ
あ
い
の
郷
イ
マ
ナ
リ
エ
〟の
文
字
と
共
に
ス

ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
が
目
に
つ
く
。
冬
に
は
、地
元
住

民
の
手
作
業
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾
り
つ
け

ら
れ
、冬
の
風
物
詩
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
南
に
行
く
と
、い
よ
い
よ
南
海
本
線
と
合

流
し
た
と
考
え
ら
れ
る
地
点
に
近
づ
く
。
古
地
図

に
示
さ
れ
た
交
差
点
付
近
に
立
つ
が
確
証
が
な
い
。

そ
の
確
証
を
得
る
た
め
、通
り
か
ら
中
に
入
る
と
丁

釜ヶ崎…（左上）山王みどり公園（右上）朝の酒場（左下）シェルター・支線跡（右下）イマナリエ60年の歴史ある天下茶屋のお米屋さん

合流地点と思われる本線高架と交差点
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んん

　
「
西
成
ま
な
び
塾
」（
以
下
、「
ま
な
び
塾
」）は

２
０
１
３
年
か
ら
西
成
区
基
礎
学
力
ア
ッ
プ
事
業

と
し
て
、西
成
区
役
所
と
鶴
見
橋
中
学
校
の
２
ヵ
所

で
始
ま
り
ま
し
た
。現
在
は
、鶴
見
橋
中
学
校・た
ち

ば
な
会
館・玉
出
老
人
憩
い
の
家
の
区
内
の
３
ヵ
所

で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。中
学
生
を
対
象
に
し
た「
大

阪
市
塾
代
助
成
事
業
」も
利
用
で
き
、公
共
施
設
に

設
置
さ
れ
た
ま
な
び
塾
を
運
営
す
る
の
は
、N
P
O

法
人
志
塾
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル（
２
０
１
７
年
度
受
託

団
体
）で
す
。今
回
は
志
塾
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
八

上
さ
ん
か
ら
話
を
伺
い
ま
し
た
。

英
・
国
・
数
+
ま
な
び
の
時
間
=
4
コ
マ

　

週
に
2
日
、1
コ
マ
50
分
間
の
授
業
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。英
語・
国
語・
数
学
の
3
教
科
の
授
業

を
1
コ
マ
ず
つ
、さ
ら
に「
ま
な
び
の
時
間
」を
1

コ
マ
で
、週
に
合
計
4
コ
マ
の
授
業
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。初
め
て
学
習
塾
に
通
う
生
徒
で

も
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、10
人
以
下
の

少
人
数
授
業
や
個
々
の
進
度
に
合
わ
せ
た
授
業
、

特
に
基
礎
学
力
に
重
点
を
置
く
こ
と
を
心
が
け
て

い
る
そ
う
で
す
。ま
た
、「
ま
な
び
の
時
間
」で
は
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
や
理
科
の
実
験
、ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
を

使
っ
た
遊
び
な
ど
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し

み
ま
す
。単
に
勉
強
だ
け
で
な
く
、同
世
代
の
生
徒

同
士
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も

図
っ
て
い
ま
す
。

ま
な
び
塾
の
特
徴

　
教
室
に
通
っ
て
い
る
生
徒
数
は
3
教
室
合
わ
せ

て
52
人（
10
月
時
点
）。学
年
構
成
を
み
る
と
1
年

生
が
多
く
、学
年
が
進
む
に
つ
れ
少
な
く
な
る
傾

向
で
す
。ま
な
び
塾
を
き
っ
か
け
に
勉
強
に
意
欲

的
に
な
り
受
験
に
備
え
て
進
学
塾
に
通
い
始
め
る

と
い
っ
た
生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
。ま
た
、市
の
補

助
制
度
と
同
額（
1
万
円
＠
月
）で
利
用
で
き
る
進

学
塾
も
あ
ま
り
多
く
な
い
の
で
、進
学
塾
代
わ
り

に
ま
な
び
塾
に
来
る
生
徒
も
い
る
よ
う
で
す
。

　

指
導
に
当
た
る
ス
タ
ッ
フ
は
、地
域
の
大
学
生

や
志
塾
の
卒
業
生
が
中
心
で
す
。生
徒
達
と
年
齢

が
近
い
こ
と
も
あ
り
、自
ら
の
経
験
談
を
交
え
な

が
ら
、勉
強
の
方
法
、テ
ス
ト
対
策
な
ど
の
指
導
に

あ
た
り
ま
す
。訪
問
し
た
日
は
定
期
テ
ス
ト
の
最

終
日
だ
っ
た
の
で
、テ
ス
ト
の
終
わ
っ
た
開
放
感

か
ら
か
、特
に
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

さ
い
ご
に

　

恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、大
阪
市
に
塾
代
助
成

事
業
が
あ
る
こ
と
を
今
回
の
取
材
で
は
じ
め
て
知

り
ま
し
た
。調
べ
て
み
る
と
学
習
塾
だ
け
で
な
く
、

家
庭
教
師
や
通
信
教
育
、音
楽
教
室
、ス
ポ
ー
ツ
教

室
な
ど
で
も
利
用
で
き
る
よ
う
で
す
。た
だ
し
、制

度
利
用
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。制
度
の
詳
細
、利

用
で
き
る
教
室
に
つ
い
て
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
見
学
し
て
み
る
と
、ま
な
び
塾
は
単
に
勉

強
を
教
え
る
だ
け
の
い
わ
ゆ
る
学
習
塾
で
は
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。授
業
後
に
自
習
し
た
り
、談
笑
し

て
い
る
生
徒
も
た
く
さ
ん
い
て
、学
校
や
家
庭
と

は
違
う「
居
場
所
」に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

レ
ポ
ー
ト 

： 

沖
田
一
志 

・ 

寺
嶋
公
典

子
育
て
に
取
り
組
む
人
・
団
体
・
施

設
を
紹
介
し
て
、
子
ど
も
を
支
え
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
ん
ど
ん
広
げ
て

い
き
ま
す
！

[ 沖田一志 ] 小学生の男子で流行っている現代版コ
マって知ってますか？子どもに頼まれた部品を探し
てオモチャ屋をハシゴ、何度もネットで在庫を探し
ていると、ついに発見！流行りすぎです。

[飯島照喜]
このところ東京、高知と駆け足での出張、ちょっと
立ち止まり、振り返ることも必要では、師走を前に
してつくづく思う。

公
設
民
営
っ
て
知
っ
て
た
？ 

西
成
ま
な
び
塾

第７回

授業の様子まなびの時間 自主学習する生徒達

[ 佐々木敏明 ]  
雲を刷き陽を従えて天高し
子がガイドする大仏や秋彼岸
鶺鴒やおぼめく氷雨切り裂いて

西
成
ま
な
び
塾

○
た
ち
ば
な
会
館
教
室（
火
・
金
）

　

花
園
南
2
-9
-2
8

○
鶴
見
橋
中
学
校
教
室（
月
・
金
）

　

長
橋
3
-9
-2
3
鶴
中
多
目
的
教
室

○
玉
出
老
人
憩
い
の
家
教
室（
月
・
木
）

　

玉
出
西
1
-8
-1
9

時
間
：
各
教
室
、各
曜
日
18
時
30
分
〜
21
時
20
分

問
い
合
わ
せ
先
：
0
7
0
-6
9
2
8
-4
1
0
9

　
　
　
　
　
　

 

（
受
付
時
間
：
平
日
11
時
〜
20
時
）

大
阪
市
塾
代
助
成
事
業

http
s://w

w
w
.juku-o

saka.co
m
/
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　鮨の喰処は、手前に座敷、奥にカウンター、15、6
人も入ればいっぱいになる、平成27年12月、開店し
てまだ2年の新装の店である。守口での子ども食堂の
連中が集会後、よく利用する店、私もその縁で来るよう
になった。
　山河は“こだわり”と“縁”の店。今日のおすすめを、
「それなら今が旬の鰤（ブリ）、刺身にしますか、それ
とも握りますか」（奥さんの河津千賀子マネージャー）、
じゃぁ、まずは刺身で。「今日のおすすめはオリーブブ
リ。季節によってスダチブリ、ハーブブリがあります。
ブリはうちの店のウリですよ」。ブリは、若魚のときは
「ハマチ」、成長段階で呼び名が変わる出世魚として知ら
れている。魚へんに「師」と書くのは旧暦師走に美味で
あるからだそうで、今が旬だ。でも、なんでオリーブ、
スダチ、ハーブのブリ？ 「オリーブやハーブ、スダチを
使った餌で養殖したハマチやブリ、臭みがなく酸化しな
くて、魚の色艶もいい。市場に直接依頼して取り寄せ
ています。魚嫌いのお子さんでも、好んで食べるよう
になったと聞いていますよ」（店主の河津守さん）。香川
県の県魚はハマチで、御夫婦とも香川県出身、“故郷へ

のこだわり”が一皿に盛り付けだされてきた。新鮮だ、
ちょっと赤身がかかった、口に入れると歯ごたえが、そ
れでいて柔らかい、口にほのかな甘さが広がる。
　私は日本酒が好きだ。刺身には酒だ、ぼちぼち熱燗、
酒をください。「直虎」非売品（酒の名称です）、「美丈
夫」「遠藤」、秘蔵酒などなどがテーブルの上に、「どれに
しますか」。では「直虎」から。冷酒で、ほのかな華や
かさ、口当たりの軽さ、でものど越しはしっかりとして
いる。うまぁ、でもこれらは長野県の酒では？ 「私、須
坂応援大使をしているんです」（千賀子さん）、なんでま
た？ 「須坂市長から依頼されたんです。須坂市に旅行に
行ったときに地元の人に親切にされ、それが縁で」。店
主の守さんはビールのみ、千賀子さんは酒が飲めない、
でもうまい酒を置いている。故郷との“つながりの鰤”、
人との出会い“縁の酒”、美味と美酒、香川と長野を大
阪守口で堪能できる喰い処である。

鮨喰処　山河
場所：守口市日吉町 2-3-6 セントラルビルド 102
電話：06-6997-6227
営業時間：11:30 ～14:00、17:30 ～ 23:00（不定休）

意外と好評を博していたらしい完全主観のグルメ記事、飯ュ
ラン。隔月連載で復活しました。西成から解き放たれ、お気
に入りの『食』にまつわる店、人などをご紹介します。

[ 田岡秀朋 ]  総合区の説明会がスタート。吉村市
長は「総合区か特別区かを住民に選んでもらう」
と“現状維持はない”が見解だった。来秋の２度
目の住民投票までちゃんと勉強しとこ。

い
い
く
ら
し

ハ
ナ
レ
バ
ナ
レ
に
な
っ
た
人
と
ま
ち
。

く
ら
し
の
窓
か
ら
、紡
ぐ
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
る
。

[ 谷口円 ] 黒い服を好んで着ているのですが、最
近ついにクローゼットを開けるとほぼ黒一色の所
まできてしまいました。来年はせめてもう少し、
色のある日々を送りたいと思います。

[ 安田拓也 ]『大阪《生きた建築》映画祭―非・
定住者たちの大阪』にて放映された泥の河／めし
／大阪の宿の３作を見てきました。一作の中に色
んな人生模様が描かれ、余韻で酔いそうだ。

[ 西田吉志 ] 今年も年末が近づいてきましたね。年が
明けると、すぐにゆ～とあいの２周年記念イベントを
予定していますが、オープンしてもう２年になるんで
すね。改めて自分の中でいろいろ整理してみよう。

　
お
年
寄
り
が
多
い
こ
の
ま
ち
は
、日
中
の
商
店
街
が
賑
や

か
に
地
元
の
人
で
ご
っ
た
返
す
、今
ど
き
珍
し
い
ま
ち
。

　
住
ま
い
に
目
を
移
す
と
、古
い
家
が
建
て
変
わ
ら
ず
に
多
く
残
る
。そ

し
て
人
の
体
も
歳
を
重
ね
る
に
連
れ
て
痛
ん
だ
り
、思
い
通
り
に
動
か
な

く
な
る
。そ
の
時
に
体
に
合
っ
た
住
ま
い
を
選
べ
る
ま
ち
は
、き
っ
と
く

ら
し
や
す
い
ま
ち
。
で
も
選
ぶ
と
言
っ
て
も
、一
世
一
代
の
決
断
に
な
る

か
ら
簡
単
じ
ゃ
な
い
。

　
今
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
合
わ
せ
て
、い
ろ
ん
な
く
ら
し
の
形
が
あ
り
、や

は
り
良
い
も
の
は
高
い
。だ
け
ど
安
い
か
ら
悪
い
か
と
言
え
ば
そ
う
と
も

限
ら
な
い
。
僕
の
勝
手
な
感
想
だ
け
ど
、時
を
経
て
今
あ
る
モ
ノ
や
コ
ト

は
、そ
れ
自
体
が
価
値
な
ん
だ
と
思
う
。勿
論
ほ
っ
た
ら
か
し
で
は
痛
む
し
、

定
期
健
診（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）は
大
事
。だ
か
ら
こ
そ
沢
山
残
る
古
い
共
同

住
宅
で
多
少
不
便
だ
と
し
て
も
、大
家
さ

ん
や
管
理
会
社
さ
ん
が
、住
民
の
く
ら
し

に
真
心
込
め
て
安
心
を
添
え
ら
れ
れ
ば
、

そ
の
役
割
は
大
き
い
と
思
う
。
も
し
ダ
メ

な
ら
、何
か
と
忙
し
い
住
民
同
士
、モ
ノ
と

合
わ
せ
て
コ
ト（
楽
し
い
こ
と
や
厄
介
ご
と
）

も
シ
ェ
ア
と
い
う
の
は
ど
う
だ
ろ
う
。

（
安
田
拓
也
）

細い路地をみんなでシェア

『
鮨
喰
処

山さ

ん

が河
』

１６軒目

寺島史視（てらしまひとし）さん
　今月のおとなりさんは、にしなり隣保
館「ゆ～とあい」に勤務する寺島さん。
今年23歳、笑顔がすてきな好青年とい
う第一印象ですが、和太鼓を演奏してい
る姿がカッコイイのです。子どもたちの
人気者。浪速区に本拠地を置く太鼓集団
「怒」のメンバーになって8年目。西成区
でも和太鼓サークル「輝（ひかり）」「絆（き
ずな）」を結成し、地域の様々なイベント
でも活躍しています。そして、本誌1月
号から、編集スタッフとして仲間入りし
ます！ これから輝く若者ですので、今
後ともよろしくお願いします。
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衆
院
選
挙
が
終
わ
っ
た
。
最
初
は

安
倍
さ
ん（
大
義
な
き
解
散
）に
、
途

中
か
ら
は
小
池
さ
ん（
排
除
発
言
）に

振
り
回
さ
れ
た
選
挙
だ
っ
た
。
結
果
、

与
党
が
漁
夫
の
利
で
前
回
並
み
の
議

席
を
確
保
し
た
が
、
立
憲
民
主
党
に

も
お
裾
分
け
が
回
っ
た
。

　
ご
近
所
で
の
選
挙
話
で
俎ま

な
い
た板

に

乗
っ
た
テ
ー
マ
は
三
つ
あ
っ
た
。
一

つ
は
、「
小
選
挙
区
制
っ
て
オ
セ
ロ
み

た
い
だ
ね
」と
い
う
話
。
得
票
差
で
は

与
党
劣
勢
の
選
挙
区
も
多
か
っ
た
の

に
、議
席
数
は
与
党
圧
勝
だ
っ
た
か
ら
、

確
か
に
オ
セ
ロ
だ
っ
た
。
小
池
さ
ん

の「
笑
っ
て
排
除
」は
痛
恨
だ
っ
た
が
、

な
か
っ
た
ら
な
か
っ
た
で「
野
合
」
と

誹
ら
れ
て
い
た
。
枝
野
さ
ん
が「
ま
っ

と
う
な
政
治
」と
割
っ
て
入
っ
て
も
当

選
者
は
少
数
だ
っ
た
。
制
度
が
悪
い

の
か
、
野
党
が
悪
い
の
か
、
ご
近
所
の

意
見
も
割
れ
た
。
話
は
飛
ぶ
が
、大
阪

市
が
総
合
区
に
な
っ
た
ら
、
西
成
、
住

吉
、住
之
江
の
市
議
定
数
は
13
と
な
り
、

中
選
挙
区
か
ら
大
選
挙
区
に
代
わ
る
。

既
成
政
党
以
外
の
候
補
者
も
出
や
す

く
な
る
か
ら
、
案
外
と
民
意
に
近
く

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
制
度
と
政
党
、

選
挙
も
一
考
の
時
だ
と
感
じ
た
。

　
二
つ
目
は
、「
政
治
っ
て
堂
々
巡
り

だ
ね
」と
い
う
話
。
安
倍
さ
ん
が
憲
法

改
正
を
手
柄
に
し
た
い
の
は
嫌
だ
が
、

自
衛
隊
を
認
知
し
て
制
御
す
る
の
は

必
要
な
こ
と
だ
と
い
う
の
が
、
ご
近

所
の
意
見
。
社
会
保
障
は
欲
し
い
が
、

増
税
は
嫌
で
は
も
う
前
に
は
行
け
な

い
じ
ゃ
な
い
か
、
と
い
う
の
も
ご
近

所
の
意
見
。
あ
れ
や
こ
れ
や
論
争
す

る
の
は
良
い
け
ど
、
も
う
ボ
チ
ボ
チ

ま
と
ま
れ
な
い
の
か
、
ご
近
所
の
皆

さ
ん
は
、少
々
焦
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
三
つ
目
は
、「
国
と
地
方
、
同
じ
政

治
な
の
に
距
離
が
あ
る
ね
」と
い
う
話
。

大
阪
市
が
幼
児
教
育
保
育
の
無
償
化

を
先
駆
け
た
の
は「
良
く
や
っ
た
」
と

ご
近
所
の
評
判
は
良
い
が
、
維
新
候

補
が「
ボ
ク
の
小
遣
い
も
こ
ん
だ
け
」

と
例
に
挙
げ
て
、「
身
を
切
る
改
革
」

で
財
源
は
捻
出
で
き
る
と
演
説
し
て

い
た
と
聞
い
て
、「
小
っ
ち
ゃ
」
と
皆

が
笑
っ
た
。
選
挙
が
終
わ
っ
て
舌
の

根
も
乾
か
ぬ
う
ち
に
、
自
民
党
は
教

育
無
償
化
で
も
認
可
外
保
育
所
は
対

象
外
と
言
い
出
し
て
、
S
N
S
が
沸

い
て
い
る
。
教
育
無
償
化
は
地
方
に

任
せ
て
、
税
源
を
自
治
体
に
移
譲
す

る
の
が
良
い
と
、
何
故
維
新
は
言
わ

な
か
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
話
は
ま
た
飛

ぶ
が
、
大
阪
市
は
総
合
区
に
保
育
所

認
可
の
権
限
を
委
譲
す
る
と
の
案
が

示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
は
良
い

こ
と
だ
と
思
っ
た
。

　
さ
て
、
選
挙
が
終
わ
っ
て
、
安
倍
さ

ん
が
息
を
吹
き
返
し
た
。
戦
後（
戦
後

民
主
主
義
）を
ち
ゃ
ん
と
省
み
て
、
憲

法
も
社
会
保
障
も
地
方
分
権
も
再
構

築
し
て
み
る
、
そ
の
た
め
に
安
倍
一

強
を
止
め
る
、
そ
れ
が
今
回
の
選
挙

の
テ
ー
マ
だ
と
思
っ
て
き
た
か
ら
、

困
っ
た
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
ん
な
折
、

教
育
無
償
化
は
、
総
論
で
は
各
党
一

致
し
、国
地
方
共
通
の
課
題
で
も
あ
る
。

認
可
外
保
育
所
も
含
め
て「
貧
困
」
と

い
う
よ
り「
多
様
性
」
へ
の
教
育
無
償

化
と
し
て
、
あ
る
い
は
税
源
の
地
方

移
譲
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
ま
さ
に
戦

後
民
主
主
義
を
問
い
直
す
、
絶
好
の

政
策
課
題
だ
と
思
う
が
、
今
度
こ
そ
、

安
倍
一
強
を
止
め
て
、
実
り
あ
る
政

策
論
争
を
演
じ
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う

か
。

衆
院
選
挙
も
終
わ
っ
て

㈱ナイス代表取締役 
冨田一幸

人間のしあわせ、福祉のあり方、そ
して新しい社会の結びつきを求め
て、これからも ｢いい湯かげん｣ の
テーマ探しに出かけます。

[ 山村裕太 ]11 月下旬にソフトボール大会があり
ます。中学の時は野球部に所属していました。打
率は非常に悪かったですが、死球率はかなり高
かったです。『当たり屋』と友人から言われました。

[ 若松司 ]10 月のイベントを終え、脱力ぎみに積
み残された仕事をこなす日々を送っていると、師
匠方が忙しく動き回る季節がやってきた。今年も
あとわずか、来年はどんな年になるのやら。

マナビバは毎週火・木曜日の１０:００～１６:００、ゆ～とあい２階でオープンしています。　
電話：06-6561-8801　Mail：info2@human-ref.jp

「まずは、おいでよ。」ゆ～とあいには中学を卒業してから進路を一緒に考える場所と時間があり
ます。そんな“フリースペース マナビバ！”の徒然な日常をお伝えします。

マ
ナ
ビ
バ
の
一
日

　

マ
ナ
ビ
バ
の
一
日
を
紹
介
し
ま
す
。

　

活
動
場
所
は
、
西
成
区
出
城
に
あ
る

﹁
ゆ
～
と
あ
い
﹂。主
に
２
階
の
ス
タ
ジ
オ

５
の
部
屋
を
お
借
り
し
て
い
ま
す
。10
時

に
ス
タ
ッ
フ
、利
用
者
で
部
屋
の
準
備
か

ら
ス
タ
ー
ト
。備
品
を
活
動
室
ま
で
運
ん

で
、机
を
並
び
変
え
て
活
動
し
や
す
い
よ

う
に
配
置
換
え
。そ
の
後
、学
習
し
た
り
、

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
と
各
自
や
り
た
い
こ

と
を
し
ま
す
。昼
食
は
弁
当
を
持
っ
て
来

た
り
、近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
買
っ
た
り
し

ま
す
。
天
気
が
良
い
日
は
外
へ
散
歩
。
自

由
に
過
ご
し
ま
す
。昼
か
ら
参
加
す
る
人

も
も
ち
ろ
ん
O
K
。

　

利
用
者
は
、い
ろ
い
ろ
な
場
所
か
ら
来

ま
す
。電
車
や
自
転
車
な
ど
交
通
機
関
も

様
々
。
来
た
い
け
ど
外
出
が
で
き
ず
に
、

な
か
な
か
来
れ
な
い
人
も
い
ま
す
。活
動

が
終
わ
っ
て
か
ら
保
護
者
と
い
っ
し
ょ

に
ち
ょ
っ
と
マ
ナ
ビ
バ
に
参
加
し
て
い

る
方
も
い
ま
す
。月
に
一
回
電
話
で
話
す

だ
け
の
利
用
者
も
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
形
で
も
、社
会
に
つ
な
が
る
お

手
伝
い
を
す
る
の
が
マ
ナ
ビ
バ
で
す
。気

軽
に
お
声
か
け
く
だ
さ
い
。お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

文
責

：

阪
井　

茂

にしなり隣保館の館長が日々の出来事
について胸のうちで皮算用しているこ
とを語っていくよ。

　11月、部落解放全国研究集会の参加者が私たちの「スマイル ゆ〜

とあい」にやってきた。午前は同市内の住吉隣保館「寿」で午後は西成。

ハードな日程にもめげず、皆さん、お元気だった。

　この視察の最後に「お金は返済できてますか？」という質問を受けた。

「隣保館経営で利益を出すことは難しく、苦しい状況だ」と正直に答え

た。皆さんと言葉を交わしながら、公設・公営の隣保館が公設・“民”営

に変わりつつある全国的な傾向をうけて、運営予算の減少という現実

の問題に直面し、隣保館運営の今後のあり方に関心が向かっているの

だと感じた。

　様々なビジネスモデルを作りながら社会的事業を運営されている

ＮＰＯや民間企業はたくさんあり、彼らから学ぶべきことは多い。な

かなか利益が上がらない活動を利益が上がるように工夫し、それが世

のため人のためになる。そんな事業を勉強したいと思う。　（寺本良弘）

号外 通信
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12
月
は
師
走
と
も
言
い
ま
す
。

師（
先
生
）が
走
る
の
で
す
か
ら

「
忙
し
い
」月
と
い
う
意
味
で
す
。

12
月
と
言
わ
ず
、年
中
忙
し
そ

う
な
現
代
人
に
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
大
流

行
で
す
。
な
に
せ
自
宅
に
い
な

が
ら
24
時
間
ボ
タ
ン
一
つ
で
欲

し
い
物
が
送
ら
れ
て
来
る
の
で

す
。ボ
タ
ン
１
つ
で
、法
事
の
た

め
に
お
坊
さ
ん
が
自
宅
に
や
っ

て
来
る
商
品（
サ
ー
ビ
ス
）も
出
来
ま
し
た
。先
日
、檀

家
様
か
ら「
12
月
は
忙
し
い
の
で
、お
参
り
を
休
ん
で

下
さ
い
」と
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。「
心
を
亡
く
す
」と

書
い
て「
忙
し
い
」で
す
。「
忙
し
い
」こ
と
も
大
切
で

す
が
、充
実
し
た
１
日
と
勘
違
い
し
て「
心
」を「
亡
」

く
し
て
い
る
と
し
た
ら
残
念
な
こ
と
で
す
。

　
「
忙
し
い
」か
ら
出
来
な
か
っ
た
よ
り「
忙
し
い
」け

ど
出
来
た
こ
と
を
積
み
重
ね
た
い
で
す
ね
。
私
の
場

合
、毎
日
晩
酌
の
時
間
は
必
ず
確
保
し
ま
す
。
私
の
晩

酌
に「
忙
し
い
」も「
暇
」も
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、上
に

「
亡
」と
書
い
て
、下
に「
心
」と
書
け
ば
、「
忘
」と
な
り

ま
す
。
忙
し
く
と
も「
心
」を
亡
く
さ
ず
、大
切
な
こ
と

は
忘
れ
た
く
な
い
も
の
で
す
。

松
向
寺　

通
法

　来年１月で、にしなり隣保館が開館して丸２年になる。２年目なの
で、ホップ・ステップのステップで翌年にジャンプしたいところだっ
たが、初年度から利用者が増えないどころか減少（ダウン）している
のが実情だ。このまま、これまで通りの取り組みをするだけでは、更
に利用する人が減っていくと思われる。
　３年目を迎えるにあたって、利用する人が増えるためにスタッフ
で議論して、取り組んでいこうと講習講座の実施を企画している。料
理スタジオの活用企画、スタッフの強みを活かした企画、企業を対象
にした企画、健康をテーマにした企画。スタッフのセンスが問われる
が年明けには一斉に募集を行う予定だ。
　そんな中で、我々の関係者が講師になる講座をやっていきたいと
考えている。誰しも会議や仕事の合間にする会話の中で、とても嬉し
そうに話す時がある。ある人はキャンプ、ある人は電車、ある人はプ
ロレス。好きなことを話せる講座はきっと面白い講座になると思う。

にしなり隣保館「スマイル ゆ～とあい」は、地域コミュニ
ティ全体が抱える課題の解決をめざす民設民営の福祉施設
です。日々悩んでおられる困りごとはありませんか？お悩
み解決のためにできることをいっしょに探しましょう。

隣保館などで事業を行う中で感
じたことをつぶやいて、西成の
まちづくりに役立てていきます！まちづくりに役立てていきます！

なび編集長 寺嶋公
典

地域の縁を心でつなぐ
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